
◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

1
さくらまつり開
催支援

継続
コミュニティの活性化とふるさと
づくりの推進

さくらまつり協議会への活動助成
及び安全対策への助成

さくらまつりを運営するための協
賛金が集まりにくい。
さくらまつり協議会の主体的な運
営

誰もが参加できる安全に配慮した
まつりの開催

4月1日，2日

芦屋川東側道
路(大正橋～国
道2号業平橋
間）・芦屋川
河川敷特設ス
テージ

3,515 参加者数 人 16,500 15,500 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2
ふれ愛シネサロ
ン

継続
人権課題や平和・教育問題をテー
マとした映画を通して，人権意識
の高揚を図る

人権課題や平和・教育問題をテー
マとした映画の上映

幅広い年代の参加 8月5日，2月3日
上宮川文化
センター

519 参加者数 人 359 360 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

3 あしや山まつり 継続 市民が自然に親しむ
ハイキング，木工教室，森林啓
発，水ロケット，コンサート等な
どの文化に親しむ。

自然に親しむ内容がやや薄い。 自然に親しむ内容を充実させる。 5月14日
奥池あそびの
広場

535 参加者数 人 450 700 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

4
あしや秋まつり
開催支援

継続
地域の多世代交流を推進し，農村
文化の継承

秋まつり協議会への活動及び安全
対策支援

もともとの収穫祭としての要素が
薄れている。

開催場所や内容について検討を
行っていく。

10月8日
精道小学校校
庭

4,654 参加者数 人 5,500 5,500 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5
ワンコインシア
ター

継続 名作映画の上映会実施
内容の充実及びＰＲ方法並びに目
標設定の再検討

行事を通じて上宮川文化センター
の利用につなげる。

年3～4回
上宮川文化
センター

0 参加者数 人 441 386 増加 C ◎ ◎ ◎

6
ヒューマンライ
ツシアター

継続
人権・平和・環境に関する映画を
上映することで，人権意識の高揚
を図る

今後も適切に事業を継続する。 年2～3回
上宮川文化
センター

423 参加者数 人 535 599 現状維持 S ◎ ◎ ◎

7 保健福祉フェア 継続

芦屋市内の保健・福祉の関係団体
等と一体となり，保健福祉セン
ターと芦屋市の保健福祉事業の周
知啓発を行う

保健福祉センターの事業内容の紹
介と地域福祉や障がい福祉・高齢
福祉事業の啓発，食育や健康増進
の啓発を目的とし，イベント形式
でフェアを行う。

市民の方に芦屋市の保健福祉の取
組をより知っていただけるよう
な，企画内容の充実が必要

今後も継続して実施することで保
健福祉センター機能の周知を図っ
ていく。

7月第4土曜日

はなみずき芦
屋【保健福祉
センター・木
口記念会館・
あしや温泉
（足湯）】

104 参加人数（延べ） 人 8,202 9,058 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8
サマーカーニバ
ル開催支援

継続
イベントを通じたコミュニティの
推進

芦屋市民まつり協議会への活動助
成及び交通安全対策への助成

南芦屋浜地区の整備が完了に近づ
いており，イベントの開催と周辺
住居及び住民の安全対策を両立す
る必要がある

市の規模とイベントの規模を比較
し，コミュニティの推進のために
適切な規模のイベントを目指す

43302

芦屋市総合公
園
潮芦屋緑地
潮芦屋ビーチ

4,000 参加者数 人 98,950 98,450 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

9
ママ／パパのた
めの料理セミ
ナー

新規
芦屋市の学校給食のPRと食につい
ての関心を高めるために実施

市内小中学校に子どもを通わせて
いる保護者対象の料理教室(1回)
市内。市外の方が幅広く参加でき
る料理教室

学校給食を通して食への興味関心
を広げる。

29年度は芦屋市のプロモーション
事業の1つであったが，30年度か
らは学校教育課独自の事業として
推進していく。

11月～1月
福祉センター
芦屋学園短期
大学

643 参加人数(4回) 人 120 現状維持 B ◎ ◎ ◎

10 秋の大人が楽し
むおはなしの会

継続 大人を対象としたおはなし会 職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 11月29日 図書館 0 参加者数 人 33 34 減少 A ◎ ◎ ◎ ◎

11 大人が楽しむお
はなしの会

継続 大人を対象としたおはなし会 職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 2月21日 図書館 6 参加者数 人 44 47 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

12 金曜シネサロン 継続 文化に触れ，憩える場の提供 名画の上映会 プログラムの工夫 図書利用等につなげる事業にする 毎月2回 図書館 0 参加者数 人 1,262 1,616 減少 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

13 資料の収集・保
存・提供

継続 市民等の知的欲求に応える 資料の収集・保存・提供 芦屋市文化ゾーンとの連携等
市民等のニーズを踏まえた資料提
供

通年 図書館 23,949 資料受入冊数 冊 15,287 14,029 現状維持 A ◎ ◎

14
平和の鐘を鳴ら
そう

継続
戦中・戦後をしのび，平和を祈念
するユネスコ活動の支援

終戦記念日である8月15日に市民
センターにある優愛の鐘を鳴らし
平和を祈り，戦争にまつわる話を
聞き，平和について考える。

戦争を知っている世代の減少

過去の悲惨な出来事を繰りかえさ
ないよう，平和の尊さを啓発・継
承して行くユネスコ活動を引き続
き支援する。

平成29年8月15日

市民センター
本館玄関前
リードあしや
（平成29年度
のみ）

0 参加者数 人 80 60 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

15
市民センター管
理運営

継続
市民センター施設の管理運営，貸
出し

市民センター施設の管理運営，貸
出し

今後も良好な施設管理を維持す
る。

通年
市民センター
・公民館

66,226 件数 件 15,515 15,655 現状維持 B ◎ ◎

16 継続
・市民ステージ
グループ・団体等の日頃の成果を
発表する

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/15～11/12
ルナ・ホール
，小ホール

団体数 団体 12 9 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

17 継続
・市民ギャラリー
グループ・団体等の日頃の成果を
発表する

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/7～11/9
市民センター
・公民館

団体数 団体 14 15 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

18 継続
市民の日頃の成果を発表する場を
提供する

・市民絵画展
個人が製作した絵画を展示する

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

9/6～9/10 市民センター 286 出品者数 人 40 42 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

19 継続

・いきいきシネマサロン
映画「この世界の片隅に」，映画
「団地」，映画「湯を沸かすほど
の熱い愛」，映画「家族はつらい
よ2」

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

7/22.9/23.11/25.
3/17

ルナ・ホール 来場者数 人 2,912 2,656 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

20 継続 あしやティアフル映画祭
今後も現状の事業レベルを維持す
る。

12/23 ルナ・ホール 来場者数 人 515 529 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

21 継続 親子で映画に親しむ
・いきいきシネマサロン「ペッ
ト」（子ども）
映画「ペット」

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

7/29 ルナ・ホール 来場者数 人 698 769 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

22 継続
芦屋文学サロン「富田砕花と谷崎
潤一郎」

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/1 ルナ・ホール 来場者数 人 443 358 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

23 継続 映画とトーク「細雪」
今後も現状の事業レベルを維持す
る。

1/20 ルナ・ホール 来場者数 人 - 498 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

24 継続 文化・芸術に親しむ 芦屋能・狂言鑑賞の会
今後も現状の事業レベルを維持す
る。

11/16 ルナ・ホール 来場者数 人 - 435 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

25 継続 落語に親しむ
市民寄席「ざこば南光塩鯛三人
会」

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

11/24 ルナ・ホール 来場者数 人 545 552 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

26 継続 音楽に親しむ 松永貴志ライブ
今後も現状の事業レベルを維持す
る。

2/17 ルナ・ホール 来場者数 人 376 382 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎
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平成２９年度
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おはなし・読書の楽しさを伝える

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題

人権啓発の推進

【ルナ・ホール
事業】

映画芸術に親しむ

文学に親しむ

グループ・団体等の日頃の成果を
発表する場を提供する

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（１）誰もが文化を身
近に楽しめる仕組み
づくり

【市民センター】

ＴＶ
新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

13,500

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

441

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性
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新規
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継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

27
地区集会所管理
運営事業

継続
地域社会における相互の親睦と文
化活動の増進に寄与

指定管理者（地区集会所運営協議
会連合会）による管理運営
文化活動の拠点としての場の提供
【伝統文化（行事）の継承】
餅つき大会，どんと焼き，桜まつ
りなど

地域活動団体の継続性と自立性の
維持

地域活動活性化と文化活動参加の
機会の提供

4月1日～3月31日 地区集会所 41,907 利用件数 件 21,485 21,129 現状維持 B ◎ ◎

28
上宮川文化セン
ター管理運営

継続
上宮川文化センター施設の管理運
営，貸出

上宮川文化センター管理運営・貸
出

内容の充実及びＰＲ方法の再検討 今後も適切に事業を継続する。 通年
上宮川文化
センター

16,717 使用件数 人 3,944 3,826 現状維持 B ◎ ◎ ◎

29
介護予防・通い
の場づくり補助
事業

新規

高齢者等の社会的孤立の解消，心
身の健康保持及び要介護状態の予
防並びに地域の支え合い体制を推
進する。

地域の集会所等で，住民どうしが
より身近に集まれる地域の居場所
を運営する団体または個人に補助
金を交付するもの。

事業利用者の増加
事業及び事業を利用している居場
所の周知により地域活動を促進す
る。

平成29年度～ 各居場所 750 事業利用数
人／
団体

5 増加 B
高齢者を
中心とし
た市民全

般

◎ ◎ ◎

30
ひとり一役活動
推進事業

新規

ボランティア活動その他の社会的
活動を通じて，地域での支え合い
体制づくり及び高齢者自身の社会
参加活動を通した介護予防の推進
を図り，健康で生き生きとした地
域社会づくりを推進する。

介護保険施設等や高齢者の居宅に
おいて，レクリエーションの手伝
い等のボランティア活動（ひとり
一役活動）を行う方を，ひとり一
役ワーカーとして登録し，その活
動実績に応じてポイントを付与
し，年度末に換金（上限・要件あ
り）するもの。

ひとり一役ワーカー登録者数の増
加及び活動先の拡充

事業の周知等により，ひとり一役
ワーカー登録者数の増加及び活動
先の拡充を図り，活動を促進す
る。

平成29年度～
登録施設・
高齢者宅等

8,322
ひとり一役ワーカー

登録者数
人 123 増加 B

市内在
住，在
勤，在

学，市内
で活動す
る20歳以
上の方

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

31

学校園・家庭・
地域の教育推進
支援事業（本の
虫ねっと連絡
会）

継続

本の虫ねっと連絡会への参加及び
調整等の支援を行なうことで，文
化活動を通じた地域のつながりづ
くりの推進や，読書に親しむこと
ができる環境の整備を目指す。

本の虫ねっと世話役及び各ボラン
ティア団体の主催する本の虫ねっ
と連絡会への参加及び調整等の支
援

読み聞かせボランティア活動及び
図書室の開室ボランティア活動を
担う人手が足りない地域がある。

読み聞かせボランティア活動及び
図書室の開室ボランティア活動の
充実

6月23日，11月17
日，2月16日

芦屋市立小学
校

10
本の虫ねっと連絡会

への参加回数
回 3 3 現状維持 B ◎

32
あしや学びあい
セミナー

新規

社会教育関係団体の会員等が，活
動の中で習得された知識などを生
かし，講師として講座を行い，学
びの輪を広げる。

本市社会教育関係団体や，社会教
育活動を通じて学んだ市民による
出前講座の実施

平成29年度は社会教育関係団体対
象の説明会で事業について説明し
たが，今後もさらに周知が必要

講師登録希望者を増やすために，
事業についての周知徹底を行う。

0 講師登録団体数 団体 - 38 増加 B ◎ ◎ ◎

33
社会教育関係団
体支援・育成事
業

継続 社会教育活動の推進

・芦屋市の考える社会教育関係登
録団体について正しく理解してい
ただく為の説明
・社会教育関係団体の登録更新及
び広報あしや（市民のひろば欄）
への掲載依頼許可及び市内広報掲
示板の使用許可等，情報発信の支
援

・社会教育関係登録団体としての
役割が理解されていない。
・各団体内の活動のみの現状維持
がほとんどである。

・社会教育関係登録団体としての
役割を理解いただき，活動を促
す。
・団体相互の連携や協力を促し活
性化を図る。

79 新規登録申請団体数 団体 4 4 現状維持 B ◎ ◎ ◎

34
社会教育関係団
体支援・育成事
業

継続 社会教育活動の推進

従来からの団体補助の他，公募提
案型補助金制度を設け，社会教育
関係団体が行う事業内容に対して
支援を行う。

公募提案型補助金制度について
は，平成29年度の社会教育関係団
体対象の説明会で事業について説
明したが，今後もさらに周知が必
要。

公募提案型補助金制度の内容を多
くの社会教育関係団体に周知し，
団体の活発な活動を支援してい
く。

4,728 交付団体数 団体 － 19 増加 B ◎ ◎ ◎

35 文化財ボラン
ティア養成事業

継続
市民主体の歴史・文化財の活用と
継承

・文化財ボランティア養成講座及
び研修（計7回・延46名）
・トライやる・ウィークへの協力
（計4校・延19名）
・展示作業協力（計2日・4名）
・文化財関連イベント・ワーク
ショップへの協力（計3回・延12
名）
・出土遺物接合・復元作業（延
110名）
・普及啓発に関するものづくり
（延105名）

・ボランティアが学んだ知識を伝
える機会をつくる。
・ボランティアの活動拠点をつく
る。

通年
三条文化財整
理事務所　他

― 延参加者数 人 340 299 現状維持 B ◎ ◎

36 継続

・世界はニュースだけではわから
ない
募集定員90名，月1回（全6回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/7～9/16
市民センター
・公民館

受講者数 人 113 83 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

37 継続
・阪神間街かどウオッチング
募集定員25名，全2回，講師とと
もに街を歩く野外講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。学ばれた受講者が案内人とし
て活躍できるようにしたい。

4/9～4/20
市民センター
・公民館

受講者数 人 23 23 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

38 継続
・日本人の源流・神話を訪ねて
募集定員90名，月1回（全3回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/10～6/12
市民センター
・公民館

受講者数 人 86 90 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

39 新規
・阪神間ゆかりの作家たち
募集定員90名，月1回（全4回）の
文学講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/13～7/13
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 67 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

40 継続

・歴史を探る-日本近現代史のい
くつかの問題点-
募集定員90名，月1回（全3回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/14～6/9
市民センター
・公民館

受講者数 人 122 90 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

41 継続
・芦屋の街かどウオッチング
募集定員20名，全2回，講師とと
もに街を歩く野外講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。学ばれた受講者が案内人とし
て活躍できるようにしたい。

4/28～5/12
市民センター
・公民館

受講者数 人 22 30 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

42 新規

・日本近現代史講座「阪神間モダ
ニズム再考」
募集定員90名，月1回（全3回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

7/7～9/1
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 61 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

43 新規

・芦屋の街かどウオッチング　石
造文化財
募集定員25名，全2回，講師とと
もに街を歩く野外講座

好評の講座となったため，次年度
以降も実施したい。

9/21～9/28
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 30 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

44 継続
・日本人の源流・神話を訪ねて
募集定員90名，月1回（全6回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/2～3/5
市民センター
・公民館

受講者数 人 86 91 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

45 新規
・阪神間ゆかりの作家たち
募集定員90名，月1回（全3回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/5～12/7
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 47 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

46 新規

・歴史をさぐる～日本近現代のい
くつかの問題点
募集定員90名，月1回（全3回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/12～12/8
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 81 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

【公民館講座】
阪神間や芦屋等の歴史・文化を学
ぶ機会を設ける

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（２）文化活動を通じ
た地域のつながりづく
り

7,000
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◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

Ｈ３０
目標

Ｈ２９
実績

Ｈ２８
実績

実施
期間

指標名 単位

平成２９年度
事業費

実施
場所

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

47 継続

・田辺眞人先生の「文化の歴史」
講座
募集定員90名，月1回（全6回）の
歴史講座

従来から継続している人気のある
講座で，今後も継続して実施す
る。

10/19～3/15
市民セン
ター・公民館

受講者数 人 71 78 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

48 継続
・芦屋で暮らした人々
募集定員90名，月1回（全3回）の
歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

1/13～3/10
市民センター
・公民館

受講者数 人 78 109 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

49 新規
・ちぬの海に広がる神話の世界
募集定員９０名，月１回（全２
回）の歴史講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

1/26～2/23
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 70 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

50 新規
・健康ハイキング講座
募集定員26名，全8回，講師とと
もに山を歩く野外講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。学ばれた受講者が案内人とし
て活躍できるようにしたい。

9/25～12/4
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 29 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

51 新規
・篠崎先生の精神医学講座
募集定員90名，月1回（全3回）の
精神医学講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

1/27～3/31
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 54 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

52 継続
・芦屋大学公開講座
募集定員90名，全2回の芦屋大学
と共催で実施する健康講座

今後も芦屋大学との共催をしなが
ら，良好な講座を実施する。

2/3～2/24
市民センター
・公民館

受講者数 人 115 36 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

53 継続
病気や医療の知識を深める機会を
設ける

・芦屋病院公開講座
募集定員80名，全5回の芦屋病院
と共催で実施する健康講座

講座のテーマによって参加者にば
らつきがある。

関心の薄いテーマであっても，万
遍なく講座を行う必要がある。引
き続き，1回のみの受講者を受け
入れる。

4/8～8/5
市民センター
・公民館

受講者数 人

17（１回だけ
の受講者258
人を含めな

い）

11（１回だけ
の受講者267
人を含めな

い）

現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

54 継続 科学や技術を学ぶ機会を設ける

・サイエンス講座-現代を生きる
ための脳科学
募集定員90名，月1回（全3回）の
サイエンス講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/15～6/24
市民センター
・公民館

受講者数 人 39 85 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

55 継続
インターネット検索など，日常生
活に即したパソコンの使用を目的
に，学習する機会を設ける

・初心者向けパソコン講座
募集定員15名，全4回のパソコン
講座

受講者のレベル差があるため，ど
のレベルをターゲットにするかが
難しい。

講座を受講した方々が講師になっ
ていただくようにする。常に受講
者のニーズを把握する。

6/9～6/30
市民センター
・公民館

受講者数 人 10 5 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

56 新規 経済・歴史を学ぶ機会を設ける

・経済学史講座「経済学は何を答
えようとしてきたのか」
募集定員90名，月1回（全3回）の
経済学講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

7/20～9/7
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 43 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

57 新規 心理学を学ぶ機会を設ける

・心理学講座（生涯いきいき心の
健康を心理学から考える）
募集定員90名，月1回（全3回）の
心理学講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

7/27～9/7
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 67 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

58 新規 死生学を学ぶ機会を設ける
・死生学講座「生きる」を考える
募集定員90名，月1回（全2回）の
死生学講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

8/12～9/9
市民センター
・公民館

受講者数 人 - 67 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

59 継続
病気や医療の知識を深める機会を
設ける

・芦屋病院公開講座
募集定員80名，全6回の芦屋病院
と共催で実施する健康講座

講座のテーマによって参加者にば
らつきがある。

関心の薄いテーマであっても，万
遍なく講座を行う必要がある。引
き続き，1回のみの受講者を受け
入れる。

10/7～3/3
市民センター
・公民館

受講者数 人

16（１回だけ
の受講者315
人を含めな

い）

5（１回だけ
の受講者221
人を含めな

い）

現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

60 継続 科学や技術を学ぶ機会を設ける

・サイエンス講座ー宇宙物理学入
門
募集定員90名，月1回（全3回）の
サイエンス講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/14～12/9
市民センター
・公民館

受講者数 人 39 65 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

61 継続
時事問題の知識を深める機会を設
ける

・世界はニュースだけではわから
ない
募集定員90名，月1回（全6回）の
時事問題講座

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

10/21～3/17
市民センター
・公民館

受講者数 人 91 79 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

62 継続
外国人に対して日本語の会話，読
み書きを学ぶ機会を設ける

・にほんごがっきゅう
全50回の日本語を教える講座（通
年）

参加者が増えると講師の確保が困
難となる。

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/6～3/29
市民センター
・公民館

延べ参加者数 人 317 223 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

63 継続
歴史・文化や教育等を学ぶ機会を
設ける

家庭教育セミナー
消費生活セミナー
平和事業講演会等，年12回実施

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

通年
市民センター
・公民館

延べ参加者数 人 1,501 1,014 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

64 継続
歴史・文化・科学・美術等を学ぶ
機会を設ける

・NHK公開セミナーの共催事業
全3回のNHKと共催で実施するセミ
ナー

NHKとの共催事業のため，実施で
きるかはNHK次第である。

今後もNHKとの共催をしながら，
良好なセミナーを実施する。

10/6.10/12.1/29 ルナ・ホール 延べ参加者数 人 1,295 1,679 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

65 継続 親子で学ぶ機会を設ける

・子ども教室
モールアート教室
オカリナ教室
子どもクッキング等，年15回実施

基本的には現在の内容で十分であ
るが，新しい要素を取り入れられ
ないか検討する。

7/31～8/25
市民センター
・公民館

延べ参加者数 人 376 424 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

66 新規

学校卒業後の視覚障がい者に対し
て身体障害者社会学級を開設し，
社会人としての教養や知識を習得
し，交流の場を設ける

・阪神青い鳥学級南支部芦屋教室
視覚障がい者による琴・ピアノの
演奏，陶芸教室，ストレッチ，落
語

尼崎市・西宮市・芦屋市で3年に1
回担当市となる。

9/15～10/27
公民館音楽室
しあわせの村

700 受講者数 人 -
26（芦屋市か
らの参加者）

現状維持 A ◎ ◎ ◎

67 新規
・～貴志康一 没後80年～貴志康
一のバイオリン曲と楽しいピアノ
トリオ

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

5/20 公民館音楽室 参加者数 人 - 116 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

68 継続
・竹中真ジャズピアノコンサート
～ジャズで聴く夏の歌～

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

7/15 公民館音楽室 参加者数 人 89 135 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

69 新規
・ハッピーツインズ　情熱のヴァ
イオリンデュオ

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

9/30 公民館音楽室 参加者数 人 - 123 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

70 新規
・花井結　ヴァイオリンコンサー
ト

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

12/16 公民館音楽室 参加者数 人 - 130 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

【公民館】

健康を学ぶ機会を設ける

【公民館講座】

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（２）文化活動を通じ
た地域のつながりづく
り

阪神間や芦屋等の歴史・文化を学
ぶ機会を設ける

【公民館音楽
会】

音楽の知識を深める機会を設ける

7000
(再掲)

500
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◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

Ｈ３０
目標

Ｈ２９
実績

Ｈ２８
実績

実施
期間

指標名 単位

平成２９年度
事業費

実施
場所

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

71
【公民館音楽
会】

継続 音楽の知識を深める機会を設ける
・スプリングコンサート歌曲の愉
しみ

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

3/3 ルナ・ホール
500

(再掲)
参加者数 人 99 128 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

72 【公民館】 継続
展示場を使用し，芦屋の歴史や文
化を学ぶ機会を設ける

・常設展示事業
7月14日～8月16日　平和展「阪神
間文学に見る　大戦下の街と暮ら
し」
8月18日～9月1日　芦屋のペット
大集合写真展
9月20日～10月2日　砕花をめぐる
文豪と文化人
3月24日～31日　桜が似合う街
写真展

民間委託による事業であり，質・
量ともに委託事業者と協議の上，
向上させたい。特に閑散期である
冬場に常設展示できるように協議
していく。

7/14～3/31 公民館展示場 回数 回 2 4 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

73 公民館ギャラ
リー

継続
展示場を使用し，市民団体の成果
発表を行う場を提供する

芦屋さくらまつり写真コンクール
世界の切手展
芦屋市コミスク合同文化展　等

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/1～2/26 公民館展示場 回数 回 17 18 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

74
【公民館】芦屋
川カレッジ３４
期生

継続

芦屋川カレッジ３４期生
必須コース
選択コース（和文化探訪，世界探
訪）

カレッジ受講生を増やす取組が必
要である。

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

5/10～3/14
市民センター
・公民館

受講者数 人 91 72 増加 B ◎ ◎ ◎

75
【公民館】芦屋
川カレッジ聴講
生

継続

芦屋川カレッジ聴講生
必須コース
選択コース（和文化探訪，世界探
訪）

今後も現状の事業レベルを維持す
る。

5/10～3/14
市民センター
・公民館

受講者数 人 125 136 現状維持 A ◎ ◎ ◎

76
【公民館】芦屋
川カレッジ大学
院

継続 日本と世界の舞台芸術
今後も現状の事業レベルを維持す
る。

4/24～3/26
市民センター
・公民館

受講者数 人 107 114 現状維持 A ◎ ◎ ◎

77 人権啓発展示会 継続

同和問題をはじめ日本社会におけ
る重要な人権課題や，平和・教育
問題をテーマに展示会を行い，啓
発の場とする。

今後も適切に事業を継続する。 2月15日～3月1日
上宮川文化
センター

0 掲示パネル数 枚 40 59 現状維持 A

78
リーダー養成講
座

継続

同和問題をはじめ日本社会におけ
る重要な人権課題や，平和・教育
問題をテーマに講演会を実施し，
啓発の場とする。

内容の充実及びＰＲ方法並びに目
標設定の再検討

今後も適切に事業を継続する。 2月15日～3月1日
上宮川文化
センター

31 参加者数 人 82 59 増加 C ◎ ◎ ◎

79
エントランスコ
ンサート

継続
保健福祉センターが地域福祉の拠
点として市民の憩いの場となるよ
う周知啓発を行う

毎月第4日曜日，エントランス
ホールに設置のピアノを使用して
コンサートを行う。

障がいのある人の出演や手話歌を
取り入れるなどの福祉の理解・啓
発を進める福祉センターの特性を
生かした事業運営が必要

今後も手話歌レッスンなど来場者
も参加できる企画を取り入れ，継
続して実施していく。

毎月1回開催（年
12回開催）

保健福祉セン
ターエントラ
ンスホール

100 参加人数 人 1,600 1,725 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

80
芦屋市障がい
児・者作品展

継続 文化を通じた世代間交流
多くの市民に障がい児・者への理
解を深めてもらうことを目的に作
品を展示。

平成29年度から障害者週間及び年
末の集いに合わせて，実施期間を
変更したことにより，鑑賞者と感
想文の提出者数が増加したが，ま
だまだ市民への認知度が低いと思
われる。（障がい団体からの出展
数は12団体から16団体に増加する
も，一般は4名で増加なし。）

作品展の周知に努め，一般の出展
者数を増やす。

12月5日～11日

保健福祉セン
ター1階エント
ランスホール
及び木口記念
会館1階ホール

0
障害者手帳所持者数
における出展者数の

割合
％ 4.1 6.4 増加 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

81 敬老会事業 継続 高齢者を招待し，演芸鑑賞を実施 対象者の選定
高齢者のニーズに合わせて内容を
検討していく。

9月16日 ルナ・ホール 1,188 参加人数 人 600 600 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

82
演芸フェスティ
バル

継続

高齢者を中心とした文化的活動を
行っている市民グループが集い，
コーラスや踊りなど日頃の練習の
成果を披露

企画・内容・参加団体の固定化
新たな団体に参加してもらえる取
組を検討していく。

1月13日 ルナ・ホール 412 参加人数 人 400 400 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

83
ＹＯ倶楽部活動
支援

継続
芦屋で結成された文化的活動を行
う高齢者の団体への支援

会員の増加
活動が活性化するよう支援を行
う。

通年 100 会員数 人 145 148 現状維持 B ◎ ◎ ◎

84 老人クラブ活動
支援

継続
高齢者の地域での活動を通した仲
間づくりの支援

会員の増加
活動が活性化するよう支援を行
う。

通年 7,210 会員数 人 3,042 3,013 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎

85 生きがいデイ
サービス

継続
身近な地域で高齢者のつどいの場
を提供し，学芸や体操，歌や絵画
等を実施。

参加人数の増加及び取組内容の変
更

より多くの地域の方にご利用いた
だけるよう整備を行うなど，取組
内容の変更を検討していく。

通年 2,488 参加人数 人 4,815 5,531 増加 S ◎ ◎ ◎ ◎

86 シルバー人材セ
ンター支援

継続
高齢者が就労を通して様々な活動
を展開し，住みよい街づくりに貢
献できるよう支援。

会員の増加及び取組内容の拡充
高齢者の社会参加の拠点となるよ
うな企画を行う。

通年 20,000 会員数 人 1,092 1,109 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

87
ゆうゆう倶楽部
の活用

継続

小学校の敷地内に集会所を設置
し，健康体操や手芸，絵画等の活
動を行う市民に開放し，高齢者の
居場所を提供

同じ団体の利用が大半。新規拡大
に向けた参加人数及び利用回数の
増加。

地域の拠点となるような企画を行
う。

通年
朝日ケ丘小学
校，潮見小学
校

86 参加人数 人 4,065 2,890 増加 C ◎ ◎ ◎

88
老人福祉会館の
運営

継続
高齢者が囲碁や将棋等を通じて交
流を深めることができる居場所の
提供

利用者の増加及び内容の拡充
高齢者の社会参加の拠点となるよ
うな企画を行う。

通年 老人福祉会館 5,090 利用者数 人 27,100 26,086 増加 C ◎ ◎ ◎

89
学校園施設目的
外使用の使用許
可

継続 交流機会の促進
条例に定めるところにより，学校
園施設の目的外使用の許可を行っ
た。

学校園の運営上支障がない範囲と
いう原則を踏まえつつ，いかに市
民のかたに活動の場を提供できる
かという調整を図ること。

引き続き迅速かつ適切な事務処理
に努めたい。

通年 学校園 0
目的外使用の許可件

数
件 232 298 現状維持 A ◎

90
ｎｉｗａ-ｄｏ
ｋｕ

新規
芦屋市文化ゾーンの三館が連携し
て，文化的なイベントを実施する

美術博物館・谷崎潤一郎記念館の
庭で読書を楽しむ

活動内容の検討 今後も継続・充実させる 11月4日

図書館
美術博物館
谷崎潤一郎記
念館

0 参加者数 人 - 564 増加 S ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

高齢者の生きがい支援

高齢者の生きがい支援

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（３）ユニバーサル社
会づくりを目指した生
涯学習活動の振興

人権啓発の推進

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（４）文化ゾーンの活
性化，各種施設の有
効活用

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（２）文化活動を通じ
た地域のつながりづく
り

高齢者大学

400

7,000
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◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

Ｈ３０
目標

Ｈ２９
実績

Ｈ２８
実績

実施
期間

指標名 単位

平成２９年度
事業費

実施
場所

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

91
コミュニティ･
スクールへの活
動支援事業

継続
学校を拠点とする文化活動を通じ
たコミュニティの創造

市内9コミスクからなる連絡協議
会と各コミスクに対する補助金や
連絡調整等を行なうことにより，
世代間及び地域の交流事業や文化
活動等のコミスク活動の支援を行
なう。

役員が後継者不足になっている地
域がある。

現状維持
芦屋市立小学
校等

3,191
コミスクが実施した

地域交流事業数
回 128 97 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

92
市後援名義の使
用承認

継続
市民主体の文化・スポーツ等の振
興

活動団体に対する後援名義の使用
承認

市民の文化活動促進に寄与する事
業であるかどうかの適切な審査

迅速かつ適切な審査を行い文化・
スポーツの振興を図る。

4月1日～3月3１日 0 承認件数 件 100 116 増加 B ◎

93

地区集会所での
社会教育関係団
体等の使用料減
免

継続
地区集会所での文化活動等の促進
と地域の活性化

社会教育関係団体等への地区集会
所利用の減免

社会教育関係団体等の活動の活性
化

利用料金の減免により社会教育関
係団体等の活動促進を図る。

4月1日～3月31日 地区集会所 0 利用割合 ％ 19 19 増加 B ◎ ◎

94
芦屋市芸術文化
活動助成

継続
個人又は団体に対する活動助成・
支援

助成団体が限られている。
文化活動助成制度の周知を行い，
助成対象者の増加を図る。

4月1日～3月31日 50 補助件数 件 6 3 増加 B ◎ ◎ ◎

95
市民文化振興基
金の啓発事業

継続
ふるさと寄附金を活用した市民文
化振興基金の啓発

寄附文化の意識の醸成
文化活動に対する個人や企業から
の支援の促進

4月1日～3月31日 0 寄附金件数 件 6 2 増加 C ◎

96
市民提案型事業
補助金

新規
市民の地域課題解決に向けた取り
組み（文化等も含む）の推進

1団体10万円×3団体を目安に提案
のあった活動に対する補助金交付

補助金情報等の認知度の低さ
適切な情報提供により文化活動の
円滑化と活性化を図る。

4月1日～3月31日 316 交付件数 件 - 4 現状維持 A ◎ ◎ ◎

97
芦屋市芸術文化
顕彰事業

継続 市民の芸術文化活動の振興 文化活動に対する顕彰
顕彰対象者を広げたことによる顕
彰基準の検討

顕彰により，さらなる文化活動の
促進を図る。

3月17日
芦屋市市民セ
ンター301・
302室

51 顕彰件数 件 18 21 現状維持 A ◎ ◎ ◎

98
芦屋市教育委員
会後援名義の使
用承認

継続
教育，学術，文化及びスポーツ活
動の振興

教育，学術，文化及びスポーツに
関する事業を行う団体に対し，芦
屋市教育委員会の後援名義の使用
を承認する。

市民の文化活動促進に寄与する事
業であるかどうかの適切な審査

引き続き迅速かつ適切な事務処理
に努め，教育，学術，文化及びス
ポーツの振興を図る。

通年 0 承認件数 件 165 174 現状維持 B ◎

99
富田砕花賞の実
施

継続
富田砕花賞の開催を通じて，富田
砕花を顕彰

平成28年7月から平成29年6月に刊
行された現代詩集を募集し，受賞
詩集を選考，賞を贈呈する。

応募詩集数が増加するよう取り組
む。

富田砕花賞を実施し，富田砕花の
顕彰につなげる。

1,111 応募詩集数 冊 89 85 増加 B ◎ ◎ ◎

100 【市民センター】継続
文化プロデューサーを育成するた
めにルナ・ホールで公演する機会
を提供する

・夢ステージ
能楽ワークショップと「船弁慶」
の上演

今後も事業を実施し，安定して公
演できるようにする。

2/10 ルナ・ホール 1,046 来場者数 人 - 307 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

101
Facebook・
Instagramによ
る魅力発信事業

新規
美術博物館・谷崎純一郎記念館等
での展示会・イベントをタイム
リーに情報発信

展覧会やイベントの告知や開催中
の様子などを発信

展覧会やイベントの投稿へのリー
チ数の低さ

掲載文の表現や動画などを使用す
るなど，投稿へのリーチ数を増や
し，情報発信の強化を目指す

平成２９年度～
広報国際交流
課

0 フォロアー 人 - 400 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

102 食育講座 継続
身近な題材を通じて，食の問題を
楽しく考える。

今後も適切に事業を継続する。 夏休み・11月
上宮川文化
センター

31 参加人数 人 176 240 現状維持 B ◎ ◎ ◎

103 お話しシアター 継続
歌や物語を通して，豊かな感性や
表現力を育てる。

内容の充実及びＰＲ方法並びに目
標設定の再検討

今後も適切に事業を継続する。 夏休み
上宮川文化
センター

21 参加人数 人 202 150 増加 C ◎ ◎ ◎

104 人形劇 継続
人形劇を通して豊かな心を育て
る。

今後も適切に事業を継続する。 9月
上宮川文化
センター

31 参加人数 人 62 86 増加 S ◎ ◎ ◎

105
児童センター映
画会

継続
子どもの想像力や表現力を養い，
文化・芸術活動を高めることに
よって児童の健全育成を図る。

今後も適切に事業を継続する。 夏・春休み
上宮川文化
センター

100 参加人数 人 247 320 増加 S ◎ ◎ ◎

106
芦屋市学校給食
展

継続

芦屋市における学校給食について
深く理解を求め，学校と家庭・地
域社会と連携を深め，児童生徒の
健全な心身の発達に資する食生活
を探求する。

学校給食，栄養，食生活について
パネル展示およびクイズラリー，
児童・生徒作品展示，試食コー
ナー，出前講座

より広く市民の皆様にも来場して
いただき，各コーナーで十分に楽
しんでもらうための条件整備をす
る。

ホームページやポスター等でPR活
動を充実させる。

7月27日～28日 市民センター 336 参加人数 人 約500 564 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

107
折り紙教室（子
ども対象）

継続 子ども対象の折り紙教室 参加者の低年齢化 引き続き事業を継続・充実させる 7月26日 図書館 22 参加者数 人 36 60 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

108 人形劇の会 継続 幼児～小学生向けの人形劇の実施 参加者の低年齢化 引き続き事業を継続・充実させる 8月29日 図書館 15 参加者数 人 108 121 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

109
子ども対象文化
財関連事業

継続
市内の小中学生が芦屋の歴史や文
化財に触れるきっかけをつくり，
郷土愛を育む。

・市内小学校社会見学等の受け入
れ（計2件・167名）
・トライやる・ウィークの受け入
れ（計4校・11名）
・キッズスクエア（1回・13名）
・文化財関連ワークショップ（計
3回・292名）

芦屋市の子どもたちが，本市の歴
史や文化財を知り，地域への誇り
と愛着が生まれるよう，子ども対
象の文化財関連事業を実施する。

―

三条文化財整
理事務所・会
下山遺跡・金
津山古墳　他

― ― ― 242 483 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

①全てのライフステージに文化が行
き届く文化政策の推進

（６）文化に関する情報発信の強化

市民の芸術文化活動の振興

②未来を切り拓く子ど
もたちへ向けた文化
政策の推進

（１）豊かな情操を育
む体験活動の推進

①全てのライフステー
ジに文化が行き届く
文化政策の推進

（５）文化芸術を行う
団体への支援

児童の健全育成を図る。

図書館の利用促進
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◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

Ｈ３０
目標

Ｈ２９
実績

Ｈ２８
実績

実施
期間

指標名 単位

平成２９年度
事業費

実施
場所

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

110 味覚の1週間 継続

児童に対して味覚教育・学習を行
い五感を使って味わう大切さを知
るとともに食への正しい理解と高
い関心を育む

五感を活用しながら味の基本とな
る4つの要素（塩味，酸味，苦
味，甘味）にうまみを加えた5つ
の味について味わうことの楽しさ
に触れる味覚の授業を実施。芦屋
市内のシェフによるコラボ給食提
供（日本料理，イタリアン，フレ
ンチ）していただき，その際に教
わった調理方法を給食に取り入れ
る。

日常的な給食にどうつなげていく
かを考える。

学校園と連携し，さらなる食育を
推進していく。

10月～11月 各小学校 90 実施学校数 校 8 8 現状維持 B ◎ ◎

111
あしやキッズス
クエア

継続 児童の放課後の居場所づくり

・小学校の児童が放課後に校庭や
校舎を利用し，地域の方等の見守
りを受けながら安全に過ごす居場
所を提供する。
・専門家や地域の方々の指導を受
けながら，様々な体験活動を行
う。

地域のプログラム指導者の更なる
発掘

・地域の歴史，文化，風俗等を感
じられるプログラムの開拓
・より多様な文化を体験できるプ
ログラムの開拓

4月1日～3月31日 市内全8小学校 28,713
1校あたり平均利用

者数
人／
日

26 30 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

112 母親教室 継続 児童の健全育成を図る。  今後も適切に事業を継続する。 随時
上宮川文化
センター

42 参加者数 人 51 55 現状維持 B ◎ ◎ ◎

113
児童センター子
育て講演会

継続 児童の健全育成を図る。
子育て，教育について様々なテー
マで講演会を実施する。

内容の充実及びＰＲ方法並びに目
標設定の再検討

今後も適切に事業を継続する。 11月1日
上宮川文化
センター

30 参加者数 人 21 20 増加 C ◎ ◎ ◎

114
親子で楽しむお
はなしの会

継続 親子を対象としたおはなし会 保護者への取り組み 引き続き事業を継続・充実させる
5月13日，5月20
日，10月14日，10
月21日

図書館 0 参加者数 人 121 164 減少 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

115
親子で楽しむ絵
本の会

継続 親子を対象とした読み聞かせ 保護者への取り組み 引き続き事業を継続・充実させる
5月13日，5月20
日，10月14日，12
月6日

図書館 0 参加者数 人 142 164 減少 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

116
わくわく子育て
アプリ

継続
子育てに関する行政サービス情報
や子育て情報をタイムリーに発信
する。

主に就学前の子育てに関する行政
情報を集めて掲載している。

イベント情報の集約
子育てに関する情報を積極的に発
信していく。

通年 - 648
アプリダウンロード

数
人 － 1,406 現状維持 A

子育
て世
代

117

学校園・家庭・
地域の教育推進
支援事業（ほっ
こりママサロ
ン）

継続
子育てに悩みを持つ親を対象に，
家庭教育の支援を行なう。

幼稚園で実施している「さんさん
ひろば」に参加している子どもが
遊んでいる間に保護者で集まって
話をしていただくことで，子育て
の悩みを共有し，家庭教育の支援
を行なう。

実施2年目の事業であるため，周
知の必要がある。

家庭教育支援のため，情報提供を
行なう。

3月8日，3月15日
芦屋市立幼稚
園

2
ほっこりママサロン

の実施回数
回 2 2 現状維持 B ◎

118
姉妹都市交流事
業

継続

外国文化との交流：
姉妹都市との交流を深めることに
よって，国際化に対応した人づく
りを目指す。

姉妹都市学生親善使節の相互派遣
事業：
7月から8月にかけ，学生親善使節
2名ずつが相互に，姉妹都市を訪
問し交流した。

幅広い世代の市民に参加していた
だけるよう事業内容の工夫

幅広い世代の市民への周知を行
い，多くの市民が関わることがで
きる事業の実施

昭和36年度～
芦屋市内，モ
ンテベロ市内

1,034
参加者数(学生親善
使節の相互派遣事

業)
人 666 726 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

119
潮芦屋交流セン
ター事業

継続
外国文化の理解や，文化活動の推
進

潮芦屋交流センターでの多文化理
解や文化活動の推進するための事
業
①セミナー
②コンサート
③世界の料理教室
④ワールドフェスタ
⑤講演会
⑥文化教室
⑦国際親善イベント

多くの市民が参加していただける
ような，より充実した事業内容に
する。

国際交流の拠点であり，事業内容
を工夫し様々な外国文化の理解に
つなげる事業を行う。

平成23年度～
潮芦屋交流
センター

①67
②122
③523
④150
⑤35
⑥64
⑦43

参加者数 人

①129人
②276人
③285人
④320人
⑤119人
⑥138人
⑦89人

①108人
②274人
③314人
④318人
⑤148人
⑥121人
⑦117人

増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

120
ライブラリーコ
ンサート

継続 クラシック中心のコンサート 図書館施設の特性を生かす
引き続き，市民が芸術にふれる機
会をつくる

4月8日，7月15
日，11月11日

図書館 0 参加者数 人 672 600 減少 B ◎ ◎ ◎ ◎

121 ギャラリー展示 継続 美術作品の展示 図書館施設の特性を生かす
引き続き，市民が芸術にふれる機
会をつくる

年4回 図書館 0 展示回数 回 4 4 減少 A ◎ ◎ ◎ ◎

122
富田砕花旧居の
公開及び普及啓
発事業

継続

(1)富田砕花旧居を公開すること
で，富田砕花を顕彰する。
(2)富田砕花及び富田砕花旧居に
ついて，チラシやイベント等を通
して広く周知し，市の大きな魅力
として位置付ける。

・富田砕花旧居の開館（延べ111
日開館，1369人来館）
・富田砕花に関する常設展示の実
施（上半期・下半期の計2回）
・富田砕花旧居開館30周年記念事
業の実施
(1)庭の植栽整備事業
(2)説明板の修理・新設
(3)芦屋オープンガーデン2017へ
の参加(延べ304人来館)
(4)学芸員による施設開設・見学
会の開催
(5)押し葉のしおり作りイベント
の実施（延べ112人）
(6)七夕イベントの開催
(7)展示「砕花をめぐる文豪と文
化人」【市民センター・公民館連
携】
(8)講演会「富田砕花と谷﨑潤一
郎～谷川俊太郎氏を招いて～」
【市民センター・公民館連携】
(9)広報番組における特集の作成
(10)30周年記念冊子の刊行
・団体見学者の受け入れ

富田砕花を知らない市民が多い。

富田砕花旧居及び富田砕花資料の
一般公開。富田砕花旧居において
イベントを開催し，富田砕花の顕
彰につなげる。

富田砕花旧居 2,078 見学者数 人 963 1,369 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

123
谷崎潤一郎記念
館管理運営事業
(展覧会事業)

継続
谷崎潤一郎記念館において，各種
展覧会事業を実施し，谷崎文学を
広く周知すること。

・春の特別展「和らんまん」
・夏の通常展「谷崎潤一郎 人と
作品」
・秋の特別展「春琴抄～＜虚＞と
＜実＞の迷宮～」
・冬の通常展「谷崎潤一郎 人と
作品」
・ロビーギャラリー
　「文豪ストレイドッグス」展な
ど

谷崎潤一郎という特定の作家を題
材としているため，幅広い層を対
象とした事業が困難である。

常に新たな切り口での展示を検討
していく。

3月25日から6月25
日
7月1日から9月10
日
9月16日から12月
10日
12月16日から3月
11日
通年

谷崎潤一郎記
念館

1,330
(通年事業

費)
入館者数 人 15,433 16,195 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

市民が芸術にふれる機会をつくる

子どもたちや大人に本の楽しさを
伝える②未来を切り拓く子ど

もたちへ向けた文化
政策の推進

（３）親子に向けた積
極的な情報発信

③芦屋文化を生かし
た戦略的なまちづくり

（１）暮らしに根ざした
文化交流のまちづくり

②未来を切り拓く子ど
もたちへ向けた文化
政策の推進

（２）地域社会とのつ
ながりによる文化体
験
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◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

Ｈ３０
目標

Ｈ２９
実績

Ｈ２８
実績

実施
期間

指標名 単位

平成２９年度
事業費

実施
場所

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

124
谷崎潤一郎記念
館管理運営事業
(館外事業)

継続
イベントを通じて谷崎潤一郎につ
ながる文学に親しんでいただくこ
と。

・残月祭（羽田圭介氏講演）
・谷崎映画上映会（春琴抄）
・現地講座（京都・潺湲亭）

谷崎潤一郎という特定の作家を題
材としているため，幅広い層を対
象とした事業が困難である。

展示だけでなく，様々な視点から
の事業を展開し，谷崎潤一郎文学
への興味を持ってもらう。

7月24日
10月8日（午前・
午後）
10月27日，11月
1，14日

ルナ・ホール
京都・潺湲亭

来場者数 人 1,522 626 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

125
谷崎潤一郎記念
館管理運営事業
(文学普及事業)

継続
多様化・高度に専門化した館利用
者の学習ニーズに対応する

源氏物語講座，俳句講座，スケッ
チ講座，白磁上絵付講座，短歌講
座，歴史文学サロン，仏画講座な
ど

谷崎潤一郎文学以外の分野での文
学普及事業において，参加者がそ
の後に谷崎潤一郎に興味を持つよ
うな事業の展開が困難。

各種広報媒体を利用して，谷崎潤
一郎記念館の認知度を上げ，新た
な入館者層の拡大・受講者の増加
を図る。

通年
谷崎潤一郎記
念館

参加者数 人 2,506 2,719 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

126
美術博物館管理
運営事業（展覧
会事業）

継続
美術博物館において，各種展覧会
事業を実施し，来館者に美術・芸
術に触れる機会を提供すること。

・春ひらく－芦屋のたからもの
・交差するアーティストたち－戦
後の関西
・生誕220年 広重展
・小杉武久展
・第64回芦屋市展
・第35回　芦屋市造形教育展

来館のきっかけとはなったが，新
たな来館者，リピーター確保のた
めに，継続した実施が必要。

展覧会内容を偏らせることなく，
幅広い内容の展覧会を実施してい
く。

4月1日から5月21
日
6月3日から7月2日
7月15日から9月18
日
10月7日から11月
26日
12月9日から2月12
日
2月17日から2月25
日

美術博物館 入館者数 人 19,037 24,459 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

127
美術博物館管理
運営事業（常設
展覧会事業）

継続
芦屋の文化財を展示し，歴史の紹
介を行うことで，芦屋の歴史を学
ぶ機会を創出する。

昔の人々の暮らしや芦屋の文化財
を展示。

展示期間が長いため，広報・周知
の方法について検討する必要があ
る。

積極的に周知し，特に小中学校の
授業での活用を促していく。

4月1日から11月26
日
12月9日から2月25
日

美術博物館 入館者数 人 19,037 24,459 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

128

美術博物館管理
運営事業（ワー
クショップな
ど）

継続
美術の面白さ・楽しさ・難しさを
発見し，美術に親しんでいただく
場をつくる。

びはくルーム　　4回
ワークショップ　9回
あしやつくる場　2回

実施する内容・時期を毎年度変え
ているが，内容によって参加者が
大きく異なるため，一定の参加者
数を確保する企画が難しい。

様々な内容で実施することで，リ
ピーターや新たな参加者増加を目
指す。

通年 美術博物館 参加者数 人 8,988 10,910 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

129
文化ゾーン連携
事業

新規
芦屋市文化ゾーンでの連携した事
業を実施することで幅広い利用者
の増加を目指す。

niwa-dokuの開催（3館連携）
芦屋市文化ゾーン講座の開催(全4
回)

3館連携事業として実施している
が，一体感の創出が難しい。

継続して実施していく。
11/4
2/1,2/8,2/20,2/2
2

美術博物館
谷崎潤一郎記
念館

100 参加者数 人 ― 725 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

130
文化財普及啓発
事業

継続

市内の文化財を，広報誌や冊子，
イベント等を通して広く周知する
ことで，歴史や文化を通じた市の
魅力を発信する。

・文化財の展示（3回）
・文化財関連講座（1回）
・文化財関係冊子の刊行（1件）
・『広報あしや』への文化財関連
記事の掲載（計7回）
・文化財啓発イベント（1回）
・団体見学者の案内（計2件）

文化財関連イベント等は，多くの
参加者を得るのが難しい。

市内の文化財を積極的に活用する
ことによって，その価値や魅力を
市民のシビックプライドの向上に
つなげる

― ― ― ― ― ― 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

131
芦屋オープン
ガーデン

継続
花と緑いっぱいのまちづくりに向
けた市民との協同

花と緑のまちづくりの推進を目的
に個人宅，マンション敷地，学校
園，公園で活動されている個人・
団体から参加を募り，庭や花壇を
公開

公共施設，個人参加者の定着及び
促進

花と緑いっぱいの取組を実施し，
市民意識の向上を促す

5月13日～5月21日 市内一円 1,414
参加者数(オープン
ガーデン箇所数)

箇所 121 127 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

132
上宮川文化セン
ター図書室

継続 読書活動の推進
上宮川文化センターで図書を貸出
す。

今後も適切に事業を継続する。 通年
上宮川文化
センター

539 貸出利用者数 人 7,751 9,000 現状維持 S ◎ ◎ ◎

133
ストーリーテリ
ング講座

新規
ストーリーテリングの楽しさを伝
えるとともに，おはなし会等の活
動者を増やす。

ストーリーテリングに基礎講座 学びを活かす機会
ストーリーテリングの講座は当面
実施予定はないが，読書講演会は
次年度より継続して実施する。

9月6日，10月4
日，11月1日，12
月6日

図書館 80 参加者数 人 - 112 減少 S ◎ ◎ ◎ ◎

134
おはなしの研究
会

継続 おはなしの研鑽
ストーリーテリングに関する勉強
会

職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 毎月1回 図書館 0 参加者数 人 193 213 減少 A ◎ ◎ ◎ ◎

135
こどもの本の研
究会

継続 絵本の鑑賞・批評 絵本の読み聞かせに関する研鑽 職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 毎月1回 図書館 0 参加者数 人 151 145 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

136
怖くて楽しいお
はなしの会

継続
怖いおはなしに特化したおはなし
会

職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 8月2日，8月3日 図書館 0 参加者数 人 109 112 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

137
こどもおはなし
の会

継続 子ども対象のおはなし会 職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 毎週土曜日 図書館 0 参加者数 人 759 1,075 減少 S ◎ ◎ ◎ ◎

138 絵本の会 継続
子どもを対象とした絵本の読み聞
かせ

職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 毎週土曜日 図書館 0 参加者数 人 675 797 減少 A ◎ ◎ ◎ ◎

139
打出分室こども
おはなしの会

継続
子どもたちや大人に本の楽しさを
伝える

親子を対象としたおはなしと読み
聞かせ

保護者への取り組み 引き続き事業を継続・充実させる 毎月1回
打出教育文化
センター

0 参加者数 人 54 98 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

140
小学生の本の部
屋

継続
子どもたちにおはなしや読書の楽
しさを伝える

ブックトーク 職員・ボランティアの育成 引き続き事業を継続・充実させる 5月28日 図書館 0 参加者数 人 13 23 現状維持 B ◎ ◎ ◎ ◎

141 公民館図書室 継続 本に触れる機会を提供する 図書の貸出し
今後も現状の事業レベルを維持す
る。

通年 公民館図書室 1,813 人数 人 15,076 14,261 現状維持 A ◎ ◎

142
ご当地ナンバー
プレートの交付

継続
市内外に「芦屋らしさ」を発信す
る。

50㏄以下の原動機付自転車ご当地
ナンバープレート（2種類）の交
付

交付対象が原動機付自転車（50㏄
以下）の所有者に限られる。

新規登録だけではなく，既存の所
有者に対してもご当地プレートへ
の交換を働きかける。

常時
課税課管理係
窓口

110 発行枚数 枚 237 273 現状維持 A ◎ ◎ ◎ ◎

143 文化財保護事業 継続

市内の文化財を調査・研究し，文
化財の価値を把握した上で保護・
保存するとともに，その成果等を
周知する。

・文化財調査報告書の刊行（4種
類）

発掘調査の出土品等の整理・保管
が十分にできておらず，数多くの
調査成果が保管施設に眠ったまま
活用されていない。今後，発掘調
査の成果を有効に市民に発信でき
る環境を整備する必要がある。

市内の文化財を破壊や消滅から守
り，後世に残すために，収集し，
調査・研究によってその価値を明
らかにする。

― ― ― ― ― ― 現状維持 A

子どもたちにおはなしや読書の楽
しさを伝える

③芦屋文化を生かし
た戦略的なまちづくり

（１）暮らしに根ざした
文化交流のまちづくり

③芦屋文化を生かした戦略
的なまちづくり

（２）芦屋らしい良好な住ま
い・景観づくり

③芦屋文化を生かし
た戦略的なまちづくり

（３）読書のまちづくり
の推進

③芦屋文化を生かし
た戦略的なまちづくり

（４）文化を通じたまち
の魅力の一体的な発
信

1,330
(通年事業

費)

20,820
(通年事業

費)
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◆第２次文化推進基本計画に基づく事業評価票（照会シート）

（単位：千円）

Ｈ３０
目標

Ｈ２９
実績

Ｈ２８
実績

実施
期間

指標名 単位

平成２９年度
事業費

実施
場所

第２次文化推進基本計画
での位置づけ

NO 施策・事業名
新規
・

継続重点取組項目／施策の方向性

内容目的 今後の方向性課題
ＴＶ

新聞等

その他
（あしやトラ
イあんぐる

等）

外国人 その他
広報
あしや

市HP

ウェブ
サイト
（市ＨＰ
以外）

乳幼児
小中学
生

成人 高齢者
障がい
のある
人

ポス
ター
チラシ

ＳＮＳ

成果指標
掲載された広報媒体（該当するところ◎をご記入ください）自己評価

S：計画以上の成果
A：達成できた

B：ある程度達成できた
Ｃ：達成できていない

広報媒体対象（ターゲット）

（該当するところ◎をご記入ください）

市民
全般

男性 女性

144 PR動画の制作・放映
限られた時間のなかで，全ての文
化的魅力を発信できなかったこ
と。

高級住宅だけではない，芦屋市の
文化的魅力をPR動画を通じて発信
していく

動画公開：12月19
日～

市内全域 7,345 再生回数 回 - 9,921 増加 B ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

145 「高座の滝」ハイキング撮影会
子育て世代の参加をもっと増加さ
せること

実際に様々な場所に訪れることに
よって芦屋市の魅力発信へとつな
がる。

11月23日
阪急芦屋川～
高座の滝

応募者数 組 - 30 B ◎ ◎ ◎ ◎

146 親子向け撮影会
小さいお子さま連れのためイベン
ト実施日での訪問場所が限定され
てしまうこと

実際に様々な場所に訪れることに
よって芦屋市の魅力発信へとつな
がる。

12月2日
芦屋市総合公
園

応募者数 家族 - 69 B ◎ ◎ ◎ ◎

147 モダニズム建築撮影会
イベントを通じて特別に様々なス
ポットを撮影させていただけた
が，日常的には困難であること。

市内にあるモダン建築の魅力発信
をイベント等を通じておこなって
いく。

12月21日，22日 芦屋モノリス 応募者数 人 - 52 A ◎ ◎ ◎ ◎

148 親子で楽しむ芦屋クラシック体験

芦屋市立美術博物館を利用できる
日が限られているため，毎年実施
するのは日程としても困難である
こと

芦屋市立美術博物館をはじめ文化
ゾーンに訪れていただく機会を増
やすこと。

平成30年3月4日
芦屋市立美術
博物館

応募者数 人 - 1,041 A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

③芦屋文化を生かし
た戦略的なまちづくり

（４）文化を通じたまち
の魅力の一体的な発
信

3,658

市外
者も
対象

シティプロモー
ション事業

新規

本市の魅力を活かしたシティプロ
モーションを行うことで，市民の
シビックプライドの醸成及び本市
の住みやすさの認知度を向上さ
せ，交流人口の増及び人口流入促
進を図る。
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